
福岡県　グループホーム　光生園

地域密着型サービス評価の自己評価票　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支え
ていくサービスとして、事業所独自の理念をつく
りあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続けるこ
とを大切にした理念を、家族や地域の人々に理
解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声を
かけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえる
ような日常的なつきあいができるように努
めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、
地元の人々と交流することに努めている

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

緑豊かな自然とともに安心快適な環境支援、住み慣れた地
域の中でその人らしく暮らし続けることが出来るように温かい
家庭の安らぎと寛ぎ、ご家族の一員として個人の尊厳を大切
にした介護支援をしていくという理念をつくりあげている。

新規採用職員には先ず、理念から指導している。職員控室、
リビングなどに掲示し理念を共有し実践にむけ努力してい
る。

入居者や家族、訪問者にも理解していただくために玄関ホ
－ルの目に付きやすい所へ掲示し理念を理解していただく
ように取り組んでいる。

１．理念と共有

3

項　　目

1

2

地域と孤立することなく行事などに参加をしていただくように
声かけをしている。

２．地域との支えあい

出退勤など道でお会いした時やゴミだしなどで一緒になった
時など声かけをしたり入居者と一緒に回覧板を持ってたとき
等気楽に挨拶をし園にも遊びに来ていただくように話しかけ
ている。時には、自分の家に咲いた花などを持ってきてくれ
る。

4

施設内の桜や梅の花が満開の時にお花見や夏祭りなど地
域の方に声かけをしているが高齢者が多いためか参加し
ていただくことが少ない。ＰＲの方法や車で送迎するなども
う少し積極的な働きかけをしなければと思っている。読書の
好きな入居者のために地域の福祉施設の図書なども利用
させ、地域の方との交流を持たせたい。

5 ○

取り組んでいきたい項目
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の状
況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らしに役
立つことがないか話し合い、取り組んでいる

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部
評価を実施する意義を理解し、評価を活かして
具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上
に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外
にも行き来する機会をつくり、市町村とともに
サービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人にはそ
れらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所
内で虐待が見過ごされることがないよう注意を
払い、防止に努めている

地域は坂道が多く大雪の日は道路の雪かきをしなければ車
が通れない日もある。施設職員が溶雪剤をまいたり雪かきを
し道路が安全で通りやすいように協力している。また地域の
道路が狭く、車のｕタ－ンや近隣の来客者の一時駐車なども
施設内の敷地を使っていただくこともある。

研修会などには積極的に参加し勉強会などで伝達講習を
し、職員に周知させている。マスコミなどで取り上げられた記
事を目にした場合には職場に持ち寄り、その件について話し
合いをすることもある。相手を傷つけるような言葉遣いをして
いる職員に気づいた場合にはお互いに注意しあうようにして
いる。

6 ○

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

当施設は広大な敷地である。地域の災害時、地域住民が
施設内や駐車場などに緊急避難できるように場所の提供
をしたい。地域は独り暮らしの高齢者が多い。災害時、施
設の職員たちが支援できるように地域と一緒になった防災
訓練も計画したい（平成18年に初めて実施した）

外部評価の目的や意義について全職員が熟知できるように
ビデオや参考資料などで学習をしている。また、自己評価の
内容について職員たちでの話し合い、改善を要することにつ
いては即、見直しをし改善に取り組んでいる。

2ヶ月に1回定期的に行っている。入居者や家族からの積極
的な意見を聞くこともでき要望などがあれば取り入れるように
している。介護保険や医療保険などの情報も市からのメンバ
－から最新情報を得ることができ特に今年は後期高齢者制
度などのしくみについてわかり易くおしえていただき大変有
難かった。

11

8

10
研修会に参加したり参考資料などで情報を交換し、必要とさ
れる入居者がおられたら制度を紹介している。現在、成年後
見制度1名、権利擁護事業を1名利用している。

9

市町村が主催する研修会などに積極的に参加したり、制度
や利用者に関する疑問点などがあれば市の担当者に相談し
て意見を求めている。市の担当者から懇切丁寧なアドバイス
をいただくことができサ－ビスの向上に取り組んでいる。
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家族
等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定
期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な対
応ができるよう、必要な時間帯に職員を確保す
るための話し合いや勤務の調整に努めている

４．理念を実践するための体制

12

入居時、契約や解約等について一応の説明はしているが新
たなことが生じたり変更になった場合には、その都度、利用
者や家族への十分な説明をし、理解・納得をしていただくよう
にしている。

できるだけ利用者の意見を聞くようにしている。何が食べた
いか、何処に行きたいか、何をしたいか、ケアに対する不満、
また、運営推進会議にも利用者の代表に参加していただき
自由に発言していただき運営に反映させ常に利用者中心の
サ－ビスが提供できるように支援している。

15

14
園での生活状況や健康状態などは「光生園だより」で報告し
ている。行事への参加時や面会時、電話での報告など、そ
の時々の状況に合わせて随時行っている。

運営推進会議や家族会、行事などへの参加時、面会時など
常に家族が意見、不満、苦情を出しやすいよう管理者や職
員は働きかけており、出された意見は職員全員で話し合い、
速やかに運営に反映させている。

13

17

16

経営者の方針と現場の職員の運営に関する意見の食い違
いが再三あるがその都度話し合い、解決するようにしている。
職員一人一人が運営に参画しているという意識を持ち自由
に発言し職場の改善など積極的に行っている。

利用者の状況に応じて一人夜勤が厳しい場合当直者を配
置したり行事などで人手がいる場合には勤務職員を増員し
たり、初めての夜勤や早出業務の場合など指導のため職員
が一緒に業務に就くなど柔軟な対応ができるように勤務の調
整をしている。
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(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員に
よる支援を受けられるように、異動や離職を必
要 小限に抑える努力をし、代わる場合は、利
用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

○人権の尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用
にあたっては性別や年齢等を理由に採用対象
から排除しないようにしている。
また、事業所で働く職員についても、その能力を
発揮して生き生きとして勤務し、社会参加や自
己実現の権利が十分に保証されるよう配慮して
いる

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人
権を尊重するために、職員等に対する人権教
育、啓発活動に取り組んでいる

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成
するための計画をたて、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交
流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、
相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減する
ための工夫や環境づくりに取り組んでいる

５．人材の育成と支援

21 ○
市が主催する認知症の専門研修にはできるだけ全員が受
けられるように計画したいと思う。

18

職員が定着するようにできるだけ働きやすい職場の風土づく
りをしているがやむを得ず退職の場合には他の職員に十分
な引継ぎをしたり利用者が混乱しないように退職の理由につ
いて説明し、納得していただく。

外部研修の案内が来れば全職員に回覧し、希望者がおれ
ば参加させている。また、希望しなくても受けて欲しい研修に
は指名し参加してもらっている。施設内研修も不定期ながら
行っている。毎月の専門雑誌（デイケア）も講読しており認知
症ケアへの取り組みなど勉強になることが多い。

19

採用の場合にはグル－プホ－ムの職員として相応しいかどう
か、人間性などを最優先し、年齢や性別にはこだわっていな
い。70歳まで勤めた職員もおり、50歳以上の職員（パ－トも
含み）が6名いる。料理教室や絵手紙、お稽古、夜間のリハ
ビリ学校に通っている職員もおり、勤務以外の場所での活動
への参加など自己実現できるように勤務の配慮をしている。

23

22

全国グル－プホ－ム協議会や県のグル－プホ－ム協議会、
介護支援専門員会に入会し、研修会などに積極的に参加し
ている。活動を通じて学ぶことが多く、沢山のヒントをいただき
サ－ビスの改善に役立っている。

悩みがある場合に管理者に相談したり職員同士が気兼ねなく話
し合える場面や食事会などで親睦や気晴らしの機会をつくって
いる。また、外部者と接する機会をつくるために研修会に参加す
る機会をつくっている。職場のミ－ティングを不定期であるが行
い業務や運営に関する意見交換などをしている。

20
グル－プホ－ムの倫理要綱や権利擁護など職員に見やす
い場所に掲示しており、人権教育などの研修機会があれば
参加するようにしている。
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、各自が向上心を持って働
けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っているこ
と、不安なこと、求めていること等を本人自身か
らよく聴く機会をつくり、受けとめる努力をしてい
る

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困っている
こと、不安なこと、求めていること等をよく聴く機
会をつくり、受けとめる努力をしている

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他のサービス利
用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用す
るために、サービスをいきなり開始するのではな
く、職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴
染めるよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本
人から学んだり、支えあう関係を築いている

27

家族との初期の面談で違和感や威圧感を感じさせず、家族
の心情を理解し利用者のことが安心して相談できるような温
かい関係づくりに心がけている。家族が何に困っているの
か、不安や求めていることは何かなどじっくり話を聞くようにし
ている。

利用者の能力や心身の状況、置かれている環境などに応じ
て先ず必要とされる支援は何か、利用者や家族の望むサ－
ビスがうけられるように調整する。

いきなり入居ではなく、例えば家族と一緒に遊びに来ていた
だき職員や他の利用者たちとの関わりを持つことにより徐々
に馴染めるようになり、本人が安心し、納得して施設に入居
できるように支援している。入居前に家庭を訪問したり入院
や他の施設に入居されている場合にも病院や施設を訪問し
て馴染みの関係をつくるようにしている。

回想法などを通じて昔の道具や生活などについて生き生きと
話してくれる。洗濯物の乾し方や掃除の仕方、芋や魚などの
おいしい調理の仕方、漬物の漬けかたなどなど、教えていた
だくことも多く、職員もとてもいい勉強になっている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

28

29

26

25

24

日常の業務の中で職員の気づきや学びを高める動悸付け
や助言・指導を行い認知症ケアのプロとして生きがいをもち
働き続けられるように取り組んでいる。業務に対する職員
個々の意見ややる気を大事にし、その能力が仕事に活かさ
れるように配慮している。

利用者との初期の面談で違和感や威圧感を感じさせず、利
用者が安心して何でも相談できるような温かい関係づくりに
心がけている。本人が何に困っているのか、不安や求めてい
ることは何かなどじっくり話を聞くようにしている。
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支えてい
く関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努め、
より良い関係が築いていけるように支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うに努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係を
断ち切らないつきあいを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に
検討している

お友達や近所の方が自由に来訪されやすいように雰囲気作
りを大切にしている。本人の居室でゆっくりお話が楽しめるよ
うにお茶をだしたりまた、行事の時にも案内している。空き家
になっている自宅を職員と一緒に訪問したり（鍵をあずかっ
ている）散歩で声かけをしたりされたり関係が続くように支援
している。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

35

32

家族が来訪しやすい雰囲気づくりを考えているため日常的
に家族が来られることが多い。帰宅願望や家族と一緒に外
出希望などがあれば家族の許される範囲内で協力していた
だくこともあり、時には家族が泊まられることもある。決して強
制してはならない。本人を共に支えあうために家族の協力は
不可欠であり、家族との関わりを大切にしている。

33

皆さんとコミュニケ－ションがうまくとれなく孤立しそうな利用
者には職員が中に入り関わりができるように配慮している。食
事が上手に食べられず他の利用者から非難されることが気
になる利用者には職員が横にすわり安心して食べていただ
いている。テ－ブルにすわる位置も考え、お世話好きの利用
者の隣に座っていただくなど配慮。

30

31

職員がどんなに良くしても家族の愛情に優るものは無いと常
日頃から家族に話し、来訪の機会を大事にしてもらってい
る。面会や行事などに出来るだけ参加していただき、また外
出や外泊など本人や家族が希望されれば自由にしていただ
いている。本人・家族のいい関係が継続できるように支援し
ている。、

34

病気で長期入院が必要になりホ－ムを退去された利用者に
対し病院まで職員たちが面会に行くことが多い。馴染みの関
係を忘れられないように他の利用者と一緒に行くこともある。
早く元気になり再度ホ－ムに入居できるよう、主治医に経過
を聞いたりまた、家族の相談相手になるなど、継続的な関わ
りをしている。

利用者の生活歴をアセスメントし、本人の不安や希望などを
汲み取ったり日々の生活の中で思いや意向を把握するよう
にしている。が、自分の気持ちを表現できる利用者が5割程
度である。思いを表現できない利用者に対して満足していた
だけているかどうか気になる。

6



福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把
握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状を総合的に把握するように努めて
いる

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映した介
護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合
は、本人、家族、必要な関係者と話し合い、現
状に即した新たな計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら実
践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をし
ている

記録類が多く業務が煩雑にならないように、また一目瞭然
に個々の状態が把握できるような方法がないか改善してい
きたい。

毎日、ケアプラン実施の結果を個別にチェックし、日々の様
子や状態については介護記録に記載している。記録の書き
方に職員の個人差があり現在記録について検討中である。

終末期をどうするか本人や家族の意見を事前に聞いている。昨
年11月終末期をホ－ムで看取った利用者がいて、皆さんに見
守られながら安らかに亡くなられた。職員たちも頑張り家族から
も感謝された。初めての看取りの事例であったが終末期の看取
りについて考えさせられとても良い勉強になった。

40

39

○

ケアマネの研修会などに参加して情報を集め、センタ－方
式にするかどうか現在検討中。利用者本位のより良いケア
マネジメントができるようにしたい。

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

38

37

利用者本人の意見や家族の希望や意見などを聞きケアプラ
ンを立て毎日評価チェックをしている。ケ－ス会議で一人一
人のケアプランの情報交換をするようにしている。

36

実施期間が終了したら評価し見直しをしている。入院や状態
の変化、介護度が変わった場合など現状に応じた新たな計
画をしている。

３．多機能性を活かした柔軟な支援

入居前に他のサ－ビス事業所からの情報や家族からの詳細
な情報などにより把握しているが入居後、面会時などで家族
から再度情報を確認することも多い。

ケアプランを立てる上で重要な情報であり把握している

○

41
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員やボ
ランティア、警察、消防、文化・教育機関等と協
力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケ
アマネジャーやサービス事業者と話し合い、他
のサービスを利用するための支援をしている

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や総
合的かつ長期的なケアマネジメント等について、
地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築きな
がら、職員が相談したり、利用者が認知症に関
する診断や治療を受けられるよう支援している

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

45

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

地域の福祉ｾﾝﾀ-で開催されるコンサ－トに毎回招待され利
用者も楽しみにしている。利用者の中には諸葛孔明の詩を
朗読する天才的な方もおられ、次のコンサ－トには是非出し
ていただきたいと本人が希望されている。消防署との協力に
より地域との合同総合防災訓練も実地している。

43

42

必要な場合には他のサ－ビスを利用するための支援を考え
るが今まで該当者はなし。地域のケアマネの方との関係は大
事にし、入居の相談やサ－ビスについて教えていただくこと
もある。

46

内科の協力医は認知症の専門医であり月に2回施設へ訪問
診療にきていただいている。職員も気軽に相談でき入居者
からの評判もいい。緊急時の場合も診ていただき、入院が必
要な場合にはしょうかいしてもらっている。

職員の中に看護師がおり日常の健康管理や異常時の受診
など医療に関する支援をしている。看護師は協力医に相談
しながら医療連携活動をしている。

権利擁護について相談し1名が利用するようになった。運営
推進会議のメンバ－に包括支援センタ－の保健師がはいっ
ており、制度などについての新しい情報などもいただくことが
でき、また他の相談などに応じていただき助かっている。

内科と歯科の協力医が定期的に施設へ訪問してしてくだ
さっている。協力医以外の受診を希望される方はいない。受
診の際は家族も同伴されることもあり、同伴されない場合に
は、その都度家族へ結果を報告している。

47

44

8



福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよう、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、で
きるだけ早い段階から本人や家族等ならびにか
かりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を
共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮らせ
るために、事業所の「できること・できないこと」を
見極め、かかりつけ医とともにチームとしての支
援に取り組んでいる。あるいは、今後の変化に
備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所へ
移り住む際、家族及び本人に関わるケア関係
者間で十分な話し合いや情報交換を行い、住
み替えによるダメージを防ぐことに努めている

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような
言葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱
いをしていない

（１）一人ひとりの尊重

個々のプライバシ－の保護に関しては十分に気をつけてお
り個人情報の書類などは一定の場所に保管しており、持ち
出すこともない。職員の言葉かけでﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ-を損ねるような
発言があった場合には職員間で注意しあうようにしている。

１．その人らしい暮らしの支援

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

52

49

48

入院した場合には病院職員へ介護添書にて情報を記載し、
出している。本人の不安を軽減するため、頻回に面会に行
き、状態を観察したり病院側から情報をいただくなど、早期に
退院ができるように努めている。

健康時、本人や家族の意向事前に聞き書類に残している。
重度化したり終末期になった場合には再度本人・家族の意
向を聞き主治医を交え方針を立て全員で確認共有してい
る。

51

50

重度化や終末期に向け、再度本人・家族の意向を確認。施
設として「できること」「できないこと」を見極め職員立会いのも
とで主治医から家族に説明をしていただき、同意により本人
が苦痛を伴わず安らかな死を迎えることができるように主治
医・家族・職員が協力し最善を尽くすよう努力

長期入院から他の施設へ移られた場合には必要な情報交
換をするようにしている。当施設の再入居を希望される場合
には時々面会に行き馴染みの関係をつくるようにしている。
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけた
り、わかる力に合わせた説明を行い、自分で決
めたり納得しながら暮らせるように支援をしてい
る

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援し、理容･美容は本人の望む店に行ける
ように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日常
的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして気持
ちよく排泄できるよう支援している

56

55

朝食は、パン・コーヒーかご飯・味噌汁好きな方を選んでも
らっている。昼食・夕食は、時には、何が食べたいかなど希
望を聞いてメニューに取り入れている。、

57

職員と共に利用者に、野菜の皮むきや食材の下準備、盛り
付けや　　配膳などできる部分を積極的に関わってもらい、
食への関心、楽しみを共有している。お茶の準備や、お盆、
箸置きは、自分の役割として２，３人の利用者が自発的にし
ている。

朝遅く起きる方の朝食等、時間にとらわれることなく一人ひと
りのペースを大切にした支援をしている。外出の希望があれ
ば、いつでも希望に添えるように対応している。

利用者の中には、自分の意思を伝えることが困難な人もいる
が、わかる力に合わせた声かけを常に心がけて、自分で決
めたり納得しながら暮らせるように支援をしている。

起床して更衣するとき、一緒にどんな服装が良いか相談に
のって　　好きな服装を選んでもらっている。美容において
は、２ヶ月に１回位を目安に美容師さんに来てもらいカットを
している。

53

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

54

58
排泄の記録をしっかりとり、一人ひとりの排泄パターンをおさ
え、先手先手のトイレ誘導を心掛けている。便秘時は、十分
な水分補給をしたり、浣腸、摘便等施行し、快適にしている。

10



福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、
入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう支
援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみ
ごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出かけられる機会をつくり、支援している

59
一人ひとりのその日の体調や外出等の用事を考慮し、個人
のタイミングにあわせて入浴を楽しめるようにしている。

61

60
利用者の体調を考慮し、いつでも安心してゆっくり休息でき
るように、ベッドメイキングなどきちんと行い環境づくりをして
いる。

プランターの花の水遣り、玄関掃除、カップ洗い、洗濯物た
たみ、　　縫いもの、カレンダー作り（貼り絵）、書道、カラオケ
など、一人ひとりの希望や得意とすることが活き活きとできる
ような支援をしている。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

63

62

お金のことは、利用者の力に合わせて、家族の方と共に連携
をとりながら、お金を所持したり使えるように支援している。家
族のいない利用者は、成年後見制度を利用しており、本人
が必要とする場合には、きちんと説明し使えるような支援をし
ている。

天気のよい日には、ドライブなど外出を楽しむ機会が多い。

64
個人や家族の希望があれば、いつでもお墓参りや子供、孫
のところに泊まりに行ったり等できるように支援している。、
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ごせ
るよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定基
準における禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており、身体拘束をしないケアに取
り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に
鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけ
ないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、昼
夜通して利用者の所在や様子を把握し、安全
に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではなく、
一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り組み
をしている

65

家族の来園時に、利用者が午睡中で声かけしても熟睡して
話せなっかた場合には、電話をしてお互いにコミニュケー
ションが取れるような支援をしている。また、季節の挨拶など
利用者が手紙をかく支援をしている。

67

66

家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たちの来園を歓迎
し、いつでも快適な場所を提供し、心いくまで交流できる支
援をしている。桜の季節には、昼食をお弁当にして桜の木の
下で水入らずのひとときを楽しんでもらったりしている。

転倒のおそれのある利用者でも、ベッド周りを囲わず自由に
排泄ができるように、Pトイレや起立時の支えの配置を工夫す
る支援をしている。身体拘束はゼロをモットーにしている。

（４）安心と安全を支える支援

基本的には、施錠しない。昼食、夕食の準備等で目が行き
届かないときのみ施錠する。

69

68 ○

当園の近くに在住していた利用者が、時折元自分の家を見
に行こうとする場合があり、昼食、夕食の準備で繁雑なときに
は玄関を施錠している。常に利用者を見守って施錠しない
支援をしたいが、外からの防犯を考えると疑問点がある。

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、昼夜通して利用
者の所在や様子を把握し、安全に過ごせるように配慮してい
る。

70

利用者の居室は、その人らしく安心して快適に暮らせるよう
な支援をしており、注意の必要な物品などあれば一律になく
すのではなく、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り組
みをしている
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事故防止のための取り組み

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐた
めの知識を学び、一人ひとりの状態に応じた事
故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、全ての職
員が応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろ
より地域の人々の協力を得られるよう働きかけ
ている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等に
説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした対応
策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努め、
気付いた際には速やかに情報を共有し、対応
に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

71

事故防止マニュアルを作成し職員の目につくところに置いて
いる。また、研修などにも積極的にでかけ、学んだものを職
員に伝達している。事故報告書やヒヤリハット報告にて原因
や対策などについて全員が共有し再発予防に取り組んでい
る。

73

72
緊急時のマニュアルにて対応を記載。職員たちにわかり易い
ように掲示している。全職員が内容や流れを把握し、緊急事
態が発生時、適切な行動が取れるようにしている。

防災学習や昼間・夜間を想定した防災訓練を不定期ではあ
るが行っている。通報・避難･誘導　初期消火など反復訓練
をすることにより、いざという時に機敏な行動がとれるように心
がけている。研修にも積極的にでかけ、また、近々防災管理
者の研修も受ける予定。

75

74

事故には未然に防げる事故と防ぎようの無い事故があるとい
うことを理解していただくよう入居時の説明で話している。転
倒のリスクが高い人や誤嚥しやすい人など個別に話し、施設
での対応策について理解協力をしていただくようにしてい
る。

毎日９：００にバイタルサインをチェックし健康状態を観察して
いる。要観察の必要な人は２～３回バイタルを測っている。異
常に気づいたらすぐに看護師に報告し指示をもらっている。
熱発時や低血糖時などマニュアルを作成している。早期発
見で大事に至らなかったケ－スもある。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

76

利用者個々が使用している薬剤の使用目的、飲ませ方、用
量など医師の指示どおりに本人が服薬できるように職員が支
援している。このため、薬の整理（主治医から2週間分の定期
薬が処方される）は看護師だけがするのではなく全職員が把
握できるようにしている。状態の変化などの情報も主治医に
報告し、薬が変更になることもある。
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を動
かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援をして
いる

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取り決めがあり、
実行している（インフルエンザ、疥癬、肝炎、ＭＲ
ＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で安
全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみやす
く、安心して出入りができるように、玄関や建物
周囲の工夫をしている

（１）居心地のよい環境づくり

82

玄関周りに花を植え、テーブルを置き、利用者や一寸外での
んびりしたいときや、近隣の方が気軽に立ち寄っていただけ
るように、また、段差をなくし安心して出入りができるように工
夫をしている。玄関の横にはトマトの苗が勢いよく育ち大きな
実をつけている。赤くなるのが楽しみである。

77

水分摂取や食事の工夫、運動など働きかけている。頑固な
便秘で薬に頼らなければ排便できない人には排便状態を
チェックをし指示された薬を調整しながら服薬していただい
ている。摘便しなければ困難な場合もある。排便の状態も24
時間チェック表にわかりやすく記載している。

79

78

全員が1日最低4回口腔ケアをしている。（起床時　　朝食後
昼食後　　夕食後）月に1回歯科の訪問診療があり、全員口
腔内のチェックをしていただいているがケアが行き届いてい
ると毎回ほめられている。

食事摂取量は全員毎回チェックしている。水分を摂りにくい
人や摂取制限のある人はチェック表をつくり必要量がとれて
いるか判断するようにしている。他に体重測定や便の状態や
尿の状態回数などもチェックするようにしている。食事の好み
や、食べる量食事形態　糖尿病や塩分制限食など個々に応
じた食事を提供している。

81

80

マニュアルを作りいつでも見やすい場所に置いている。うが
いや頻回の手洗いが感染予防対策の基本であることを職員
が意識し励行している。インフルエンザにかからないように予
防接種や血液　汚物の処理などで感染しないようにゴム手袋
の使用など心がけている。

施設には広大な畑があり、無農薬野菜をつくっている。また、
購入する場合にも新鮮で安全な食材を使用するため、信頼
のおける肉屋　魚屋さんから直接配達していただいている。
調理器具の消毒　野菜の洗浄　肉・魚の使用まな板など常
に衛生管理面に気ｵつけている。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり
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福岡県　グループホーム　光生園

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や
光がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換気
に努め、温度調節は、外気温と大きな差がない
よう配慮し、利用者の状況に応じてこまめに
行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失敗
を防ぎ、自立して暮らせるように工夫している

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

廊下　浴室　トイレ　洗面所など利用者の状況に合わせて要
所に手すりが配置されている。洗面所には洗面台の下に車
椅子が入れる余に工夫。本人の活動性を維持するために車
椅子や歩行器など採りいれている。利用者の状況に合わせ
必要と思うところは改善するようにしている。

場所の間違いやわからないことでの混乱を防ぐためにトイレ
や部屋に目印をしている。誘導しなくても目印をみて自分で
行動でき、職員に頼らなくても一人で出来たという自信が持
てるようになる。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

87

玄関ホ－ルや食堂、リビングなど自由に過せるスペ－スがあ
る。気のあった仲間たちが集まり思い思いにすごせている。

入居時に馴染みの家具など持込み、自由に使っていただい
ている。中には仏壇を持ち込み毎朝遺影のご主人に向かっ
て拝んでおられる。面会者がきても居心地が良く居室でゆっ
くり自由に過していただけるように配慮している。

窓が多く開けっぱなしにし、新鮮な自然の空気を思いっきり
吸うことができ最高の健康法ではないかと思う。掃除も行き届
いており気になるにおいはない。体温調節が未熟な高齢者
である。室温の調節は利用者の状況に合わせ配慮してい
る。

83

広々としたリビングには全員がゆったり過せるソフｱ－があり
また、玄関にも４～５人が過せるテ－ブルと椅子があり、仲良
しグル－プが会話を楽しむこともある。ウッドデッキからの眺
望も見事でレクやテｲ－タイムを楽しむこともある。リビングに
座っていても四季折々の移ろいを感じることができ最高の環
境に利用者だけでなく職員たちも心が癒されている。

86

85

84

88

広大な敷地内には果樹園・野菜畑・花畑があり収穫の時期
がたのしみである。天気のいい日には毎日周辺を散歩して
おり、庭で野点をすることもある。近々、桜の木下で光生園の
夏の風物詩のソウメン流しを予定している。

89
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福岡県　グループホーム　光生園

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

①ほぼ全ての利用者の

○ ②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

94
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

項　　目 も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

90
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる

92
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

91
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

93
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

95
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

96
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

97
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている
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福岡県　グループホーム　光生園

①ほぼ毎日のように

○ ②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼ全ての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族等が

②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

項　　目 も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

98
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている

100 職員は、活き活きと働けている

99
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

緑豊かな自然に包まれ小倉の町並みや海まで一望できる閑静な住宅地にあります。広大な敷地内には果樹園があり、みかんや栗、枇杷など毎年沢山の実をつけ、利用者の皆
さんも職員たちも収穫を楽しみにしています。また、無農薬に徹した広い野菜畑もあり、いろいろな野菜たちが元気よく育ち、健康にいい新鮮な食材を使った料理を美味し
く食べていただけることも光生園の自慢の一つです。敷地内は樹齢４０数年の桜の大木が１０数本あり、開花時期は見事な光景になります。天気にいい日には毎日外で散歩
やレクを楽しむのが日課になっています。恵まれた自然環境をけあに活かし積極的な活動をするように日々頑張っています。

101
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

102
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う
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